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高血圧症に関する調査研究 第 6報
高血圧症多発地域住民の血清蛋白

分画について

秋田県衛生科学研究所

今野― 宏

船木章悦

児 玉 栄—郎

いとぐち

従来高血圧症，脳卒中，動脈硬化症などと血漿

または血消の脂質との関連については多くの研究

があり，またよく検討されて来たとこるであるが

，血漿蛋白や血消蛋白との関連については多くの

文献を見ない。 血消中の糖質．脂質，ホルモン

や無機物のNa,K, Ca, Mg, I その他が蛋白

質と緊密な物理化学的条件の下に溶存しているの・

であるから，何らかの疾病，ざしあたり私共の場

合には高血圧症という病的状態によつて複雑な調

和に乱れが起らぬとも限らない。 私共はその乱

れを血清蛋白という面から追求しようとして本研

究を企てた。

しかし私共の調査研究の対象となった住民は，

後述するように，脳卒中死亡高率地帯，高血圧症

多発地域の住民であり，厳密な意味での高血圧症

のみとか，健康であって正常血圧者のみにとかに

選定して行ったものではない。 要するに一つの

集団において血圧値をもつて分類した場合，どの

ような姿で現われるものか，またそれが今後どの

ように役立ち，高血圧症管理はどうあるべきかな

どを知りたいことが第二の目的ででもあった。

調査方法

A 対象住民とその周辺

調査の対象地域は秋田県本荘市石沢地区と，南

秋田郡井川村であった。• これら 2地域のうち前
者，すなわち石沢地区は脳卒中死亡高率地域であ

り，また後者は逆にその疇地域であ困：か

し高血圧症の分布については両者間に大 ・ぃ
地域である。 その間の事情を一括して示すと表

1のとふヽ りであるが，得られた成績がそれぞれの.::o：

集団の分布といえるかどうか，それには100，，，の‘‘̀

受診率が望ましい訳であるが，昭和42 I 43年

度の集検においては対象人員 (30オ以上．）に対

して男62. 7，，，，女72. 7 ~（石沢地区）という

成績であった

~ ̀ 

表1 石沢および井川村における脳卒中並びに高血圧症

死亡率，発病率，有病率，高血圧症 本荘市石沢 南秋田郡井川

脳卒中死亡率（昭和30~380の万乎対均）） 3 47.4 17 6. 6 （人口 1

脳卒中発病率 (40オ以上1年間） I 3.8 10.7 

脳卒中有病率40オ以上の人口対
昭415. 13現在 昭40.11. 30現在

6 6.6 3 3.3 
総口対知人口千） 17.9 10.3 

観亡率察期（ 間中に翌死亡した脳卒中死 7. 7 4.1 
4 0オ ：人口千対）

高血圧症の分布復と検による），，， 嬰 3 6.4 女男
3 6.7 

26.8 2 4.1 
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表2 溢紙電気泳動分析等による日本人血清（血漿）蛋白分画の正常値
ー

・
1
5
1

年代 研究者 試 料 例数
TP アルプミン “1ーグロプミン la2ーグロフミン ¢ーグロプミン ¢ rーグロプジン

備
’‘l 伶 伶 伶 茄 伶 伶 考

1955 小林山 血渭 6 6. 6 6. 3 6. 6 l i. 2 1 9.4 ヽ

1958 吉川 (2) 血 漿 1 0 6 5.7む2.0 4. 7~ 2.4 5. 6と1.2 9.0さ1.1 7. 7土1.2 17. 5土L4 旧．ノットメトリー
1962 玄番 (3) 血清 2 1 0 7. 6 土0.5 5 3. 5土5.7 5. 9さ1.7 8. 7土2.0 11. 7土1.7 20.2土4.4

1958 (4) 血 漿 1 5 6 2.・7土3.1 3.8土0.1 5. 5土0.3 8.4土0.9 5. 9土2.4 1 3. 7土2.4 ， 
1960 橘 (5)(6) 血 渭 130 6 2. 8~ 1.2 5. 6.! 0.6 6.9土0.7 9.0土0.8 15.9:':0.5 )臼分画・別抽出法

”’’ 阿部 (7) II 30 64.3之3.5 3.9士0.8 6.1土1.1 9.7土1.3 15. 7士2.2

1966 柴田 (8) 血 渭 6. 5~8.0 3. 8~4.8 0.2.~0.36 0.29~0.8 0.4 &-0.9 3 0.5 S--1.3 8 

1953 近，他（8) 血 漿 L9 8 0 7. 53土0.31 4.16:!:0.36 0.5 7と0.28 0.72!0.21 1.5 0土0.25 第4回電気泳
動研究会

uo) 膜の種類（セルローズ・アセテート） 伶

I 

1963 阿南 (13) オキソイド 20 6 8.0~0 6. 0 1. 0~5. 0 &2~1 LO 5. 0~16.0 10.0~2 5. 0 

し虹ローズ・ア七
1964 門間 U4l ” 

男 11 68.8土3.0 2. 9土0.9 6.4:1.4 8.2士1.3 1 3.5土1.9

女）．o 6 5.3土4.6 3.1土1.3 7. 7土1.4 9.4:!:2.0 14.4土3.2 テート膜

1966 小）11 (15) セパラックス
男 10 6 8.2土2.2 &3さ0.9 8. 0土L3 7.6土0.9 I 2. 8ざ2.4

デンツトメトリー
女 10 6 7.8土4.3 3.7土0.3 7. 7土10 8.2土L6 1 2.6土2.8

19 6 6 谷中 U6l オキソイド 3 21 5 7. 7~7 5. 3 0.2-4.2 ＆4-1 0.7 5. 0~1 L1 8. 9~21.5 

19 6 8 西 (17) セバラックス 4 6 64.2む2.5 3.3土0.6 8.3 ! 1.3 7. 7土L3 4. 7土L6 1 1. 8土2.3

叫暉・・
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B 検査方法

被検者の肘静脈血から血消を分離し，それを資

料としたが，検査の方法は次のとおりである。

1. 血消総蛋白………日立製筒易屈折計

2. 血消蛋白の分画…………電気泳動法

東京光電KK製雷気泳動器

緩衝液ーペロナール 2.2 1 g 

ベロナール Na 1 2.3 6 g 

脱イオン水 1 0 0 0 r.it 

イオン強度 0.0 6 

PH S.G 

泳動膜ーセルローズ・アセテート

（オキソイド 5 X 6 cm) 

泳動条件ー電圧120I/, 1枚3mA 

を目安として40分間，

資料添着一両プリッジの中央（幅1

111111,長さ 10 Cllt) 

染色液ーポンソー 3R,0.4%,

3%トリクロール酢酸液，

脱色液ー 5茄酢酸液，

譴法ー東京光電KK製デンシトメ

ークー（自記濃度積算計）

c 電気泳動による日本人血消区画の正常値

上述条件によって得られた成績は標準となるべ

き正常血消蛋白分画値を知る必要がある。 血清

蛋白分画値は疾病によつて変動を来たす他に生理

的なもの，例えば食事，運動，入浴，日差，季節

差，性差，年令差などの影響，その他動脈血静脈

血による差，採血時の被検者の体位などによつて

も変動のあることが知られている。 しかし集団

検診たよる採血は合法的な条件下というよりも

Casualな条件の下に行われるものであること

に問題があろうし，それでまた意義があるもので

あるうと思われる。

次に本邦における文献から日本人血渭⑪1漿）

の正常分画値成績を選び纏めてみたもの(10)が表2

である。

A 血沼蚕白量

昭和42年， 43年の夏季，本荘市石沢地区住

民の高血圧検診の際採血し，血消について検査し

た成績を男女別，年代別に分けたものが表3であ

る。 すなわち，男 (30オ以上） 41 8名の平

均血消蛋白批は7.0土0.42fl/祝であり，女 (30 

才以上） 58 3名の平均血消蛋白址は7.1：：：゚．41 

9/dtであった。 これらの値を上掲表2に示さ

れたものと比較してみると，顕若な差がないとい？

うものの，椋準値の下限に位していることは否定

できないと思う。 しかし男女間に差を認めがた

い。 年代による差も明らかであるとは言えない

が，男は50代で低値があり，―女では逆に 60オ

代に低値の目立たぬものがある。

次に同一成績を血圧値別 (WHOの分類による）

に分けてみると表．4に示したようになる。すなわ

ち，男においては正常血圧者，境界域商血圧者お

よび高血圧者間に平均値における差異を認め難い

が，各分類群とも加令によると思われる血渭蛋白

の減少が見られる。 このような姿は女性におい

ても同様に認められるが，女性の商血圧群におい

てやや高い値は総コレステロールと関連があるか

どうか，今後の研究に侯ちたい。

表3 石沢地区住民の血清総蛋白量（以ft)
(S 42 -43年夏季）

性
年 令
嗜数 乎均値 a魏t才

3 0~3 9 102 7. 1土0.3 3 
4 0~49 125 7. 0土0.4 6 

男 5 0~5 9 87 6.9:!:0.44 
6 0 ~ 6 9 73 7. 0土0.3 9 
7 0~  31 7. 1土0.4 5 

成 績

計 418 7. 0ご0.4 2 

3 0~3 9 158 7. 1之0.3 7 
4 0~4 9 157 7. 1土0.4 2 

女 I5 o~5 9 145 7. 1土0.4 2 
6 0~6 9 84 7. 2土0.43 
7 0~  39 7. 1土0.4 7 

計 583 7. 1士0.4 1 

~ 
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表4 石沢地区住民の性別・年令別・血圧値別血清蛋白鵞(g/dt) 
偲和42•43 年）

性 年 令 被検総数
正常血圧 境界平域均高値血 圧 品 血 圧
件数平均値 a 件数 a 件数乎均値 a 

3 0~3 9 l O 2 72 7.1土0.33 14 7.1 ~0.33 1 6 7.2土0.33 
4 0~4 9 1 2 5 72 7.0．土 0.43 33 7.0 ~ 0.52 20 6. 9土0.44

男
5 0~5 9 8 7 34 6. 9さ0.53 2 5 7.0 :'.: 0.4 8 28 7. 0土0.37 
6 0~6 9 7 3 20 7. 0こ0.34 20 7. 0土0.38 3 3 7.1.'.t0.39 
7 0~  3 1 ， G. 9土0.38 5 6. 8と0.29 1 7 7. 0土0.51
計 4 1 8 207 7. 0さ0.40 97 7. 0さ0.45 114 7.0 :!: 0.42 

彎

3 0~3 9 1 5 8 136 7.1土0.36 1 6 7.1 ~ 0.26 3 7.2土O.fi7 
4 0~  4 9 1 6 7 115 7. 1と0.41 22 7. 2：：：：゚．31 2 0 7.3土0.51

女
6 0~6 9 1 4 6 83 7. 1土0.42 32 7. 3土0.46 :{ 0 7.2 :!:.0.38 
6 0~6 9 8 4 32 7. 3土0.34 25 7.1土0.47 27 7. 0さ0.47
7 0~ 3 9 ， 6. 8：：゚．35 14 6.8土0.40 1 (; 7. 3土0.52 
計 5 8 3 374 7.1:!'.0.40 1 08 7. l土0.42 101 7.2土0.48

； I ＇ 

B 血清の分画値

既述資料について電気泳動を行って得られた血

清蛋白の分画は表5，表6および表7に示したn

このうち表5の本荘市石沢地区のものは昭和位

年七月下旬から八月にかけて採血分析した成績で

あり，表6のものは同年十一月南秋田郡井川村に

おいて得られた鷲科についての成績である。

ま嬬7は昭和43年両地区陀おける資料につい

ての成績を一括して示したものである。

イ 血渭アルプミン

表 5について血渭アルプミン量（佑）を被検

男子 17 2名，女子21 6名（いずれも 30オ

以上）についてみると男女間に殆んど差違がな

いようである。 表6，表7についても同様で

あるが，血圧値をWHO式分類に従つて分けて

みると•多くの場合血圧値正常のものよりも高

血圧者にアルプミン量（比）が低い。 この状

態を図示してみると図 1，図2.図3のように

なる。 このような現象は本態性高血圧症に通

有のことであるかどうか問題のある処かと思わ

れる。 その理由について述ぺてみると，私共

の対象者中たは尿蛋白反応陽性者が少なくない

ことである。 昭和43年度石沢地区の集検に

土、いても男子の l・2, 9 %に，女子の l2. 5，，，に

尿蛋白反応が陽性であった。 尿中蛋白反応陽

性者に直ちに腎炎を意味しないが，高血圧症者

群には更に陽性率が高まつていくが，これには

当然腎硬化症の存在が考えられることになる。

しかしまた正常血圧を示す群の中にも尿中蛋白

反応陽性者のあることは我々が簗団検診の場合

しばしば経験するところである。 なおまた正

常血圧者であつても加令とともにアルプミン部

分が低下するもののようであり，しかも男女と

も50オ以後となると偏差が大きくなることが

図4で認められると思う。

なおまた表2に示したものを日本人の標準と

すると私共の成績は大体において下位につくも

のと思われる。 すなわち正常血圧者は必ずし

も健康者のみであるとは言えない集団であるか

らである。
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表5 石沢地区住民の性別・年令別・血圧値別血清分画
岬和 42•43 年）
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9
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L
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6
 

グロプリン

a2 ;J 
-. •• ← 

［ 口；一言［］］ 
7.55 I 9.55 I 18.11 
7.23 I 8.76 I 1&37 
O.!l2 I 8.44 I 17.0l 

ー・・

7.4.l I G.90 I 17.72 
6.31 I 8.42 I 15.91 
0.9o I 8.45 I 16.96 

7.79 I 9.33 I 15.61 
6. o 3 I 7. 7 6 I 1 8.9 7 
6.89 I 8.03 I 17.72 

9
1
5
 

2
3
3
 

r
4
4
~
E
5
 

計 172

！ l 

H 1 6 0. 8 1 5. 4 1 8. 1 1 9. 4 6 1 6. 2 2 
3 0~  3 9 61 B 3 6 2. 7 7 4. 7 2 6. (l 4 8. 6 3 I 7. 2 5 

； N 47 6 3. 3 9 4. 7 6 G. 6 6 8. 5 0 1 6. 6 9 

H I 2 6 1. 6 6 4..6 8 6. 0 3 . & 76 1 8. 8 7 
4 0~4 9 66 B 6 6 1. 6 0 4. 3 0 6. 4 4 9. 2 2 1 8. 4 5 

N 4 8 6 3. 4 8 4. 6 2 6. 6 7 8. 4 1 1 6. 8 4 

H ， 5 9. 4 0 4. 6 2 7. 1 4 1 0. 0 7 1 8. 7 7 
女 I¥ 0~  5 9 49 B ， 6 0. 0 8 4. 5 0 7. 3 1 a 3 2 1 9. 8 0 

＇ N 3 1 6 3. 4 7 4. 6 0 6. 3 7 8. 3 5 1 7. 2 9 

H 1 1 6 0. 4 1 4..7 6 7. 0 8 9. 2 6 I 8. 4 9 
6 o~ 6 9 3 6 B • 8 6 2. 0 8 6. 0 0 6. 8 6 8. 9 6 1'Z. 1 1 

N I 7 6 2. 5 5 4. 8 1 6. 8 7 8. 0 1 1 7. 7 8 

H 3 5 4. 8 7 6. 3 7 7. !) 1 8. 5 5 2 2. 3 0 
7 0~  14 B 6 6 0. 0 7 4. 8 6 7. 7 1 9. 0 8 1 8. 2 7 

I 
N 6 6 3. 7 3 5. 1 0 6. 7 7 7. 7 6 1 6. 6 4 
'`  

計 216 H 

注 H ：高血圧

B ：境界域高血圧

N ：正常血圧
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表6 井川村住民の性別・年令別・血圧値別血清蛋白分画
（昭和42 • 43年）

性年 令・枝検 1(IL圧値区分；アルプミン l グ ロ プ ミ ン
別・ 総数：被検数， a 1 ら /i T 

］ ;, n 4 G2.79 5.14 7.39 8.78'15.!lo 
3 0~ 3 9 B 6 6 1 6 9 4. 9 8 & 1 2 &.5 2 l 1 6 6 9 

・ •- N -23 - G3.70 -4.35 | ＇ ---7.12 - U.-55 - 15.78 

H 19 65.12 4.24 G.84 7.!JG 15.84 
i 40~49 D 11 GG.13 -1.30 6.76 8.52 14.22 

I I、) 2 4 6 4. 6 1 4. 6 2 G. 7 8 8. 1 0 1 5. !l 0 ； 

男 Il I．5 →0 ~・・5 ・・・9 •—· 

ー・→—•一一 -- - -- -. 

H 2 7 6 3. 5 7 4. 7 7 7. 2 4 7. 9 5 1 6. 4 7 
50 B 1 0 G 3. 1 2 4. 6 0 8. 1 0 7. !) 8 1 6. 2 0 
N 1 3 6 1 9 1 5. 0 8 a 1 6 8. 6 0 1 G. 2 5 

-・・ 
I1 3 8 G 2. 1 7 4. 4 5 7. 3 1 a 5 2 1 7. 5 8 

6 0~6 9 71 B 2 0 6 2. 4 1 5. 0 8 7. 3 8 8. 2 3 1 6. C 9 
N 1 3 G 2. 0 3 4. 6 6 7. 5 1 8. 0 5 1 7. 7 5 

H 1 9 5 9. 8 G 4. 6 7 7. 5 7 8. 2 4 1 9. 6 7 
7 0~ 28 B 7 6 2. 6 1 4. 7 4 6. 3 9 8. 2 4 1 8. 0 3 

N 2 6 4. 4 9 4. !) 5 &76 7. 6 6 1 4. 1 5 

＇ ー／
U

百
屁
忍
‘
.. ,f 

計 236

， 
＇ 

H 2 ・55.36 6. 1 3 9. 2 7 1 0. 7 8 1 9. 4 8 
3 0 ~ 3 9 14 B 2 6 3. 7 6 3. 8 3 6. 3 7 a 2 5 1 7. 8 0 

N 1 0 Cl 2. 7 2 4. 1 7 7. 0 1 9.1 1 1 6. 9 8 

II 4 6 9. 3 6 4. 9 3 6. 8 9 9. 0 7 1 9. 7 5 
40~4 9 28 B 6 6 L 3 9 4.4 1 6. 9 5 9. 1 0 1 8. 1 4 

N 1 8 6 4. 0 2 4. 0 1 6. 3 0 7. 8 3 1'Z8 6 

H 1 8 6 l 2 3 4. 8 6 7. 5 5 8. 3 2 1 8. 0 4 
女 5 0~5 9 54 B 1 9 6 2. 1 9 4. 5 6 7. !l 6 8. 7 1 1 6. 5 6 

N 1 7 6 L 4 9 4. g 0 8. 2 7 8. 5 7 1 6. 8 0 

H 2 8 6 L 7 1 4. 8 2 7. 4 6 8. 4 6 1 7. 6 7 
6 0~6 9 66 B 2 6 6 1. 7 2 4. 9 7 7. 8 3 8. 6 6 1 6. 9 3 

N 1 2 6 2. 2 6 4. 3 9 7. 2 1 8. 3 1 1 7. 8 4 

H 1 8 G 0. 4 3 4. 9 1 8. 1 1 8. 3 0 1 a 2 4 
7 0~7 9 32 B 8 6 0. 7 3 6. O 1 7. 3 7 a3 2 1 & 5 7 

N 6 6 0. 7 5 6. 0 3 'Z4 9 7. 8 0 1 8. 9 5 

計 194 
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表7 石沢地区ならびに井川村住民の性別・年令別・
血圧値別血清蛋白分画 （昭和43年）

性
年 ~Tl ii 被信，血圧値区分 i アルプミン＇ グ ロ プ リ ン

別 総被検数 al a2 ¢ r 
-----•--. _ _――-- --

H 1 0 G 3. 7 2 4. S 9 7. 0 1 &34 1 6. 0 4 
3 0~3 9 63 B 1 1 G 3. o 7 5. 0 8 7.'? 1 I G. 7 1 1 5. 4 3 

N 42 6 3. 9 6 4. 8 5 G. 8 5 & 4 1 1 5. 9 2 1 ----• ． •一一

li 2 7 Ci 4. 3 2 4. 2 4 6 7 9 8. 4 2 1 6. 2 2 
4 0~4 9 1 0 !l B 2 7 6 4. 6 2 4. 7 3 G. 8 3 8. 4 2 1 5. 4 0 

lく 5 5 G 4. 7 7 4. 6 6 G. 6 4 & o 8 I 5. S 5 

H 3 7 G 2. 5 2 4. 8 6 7. 3 3 8. 3 8 1 6. 9 1 
男 5 0~ 5 9 !) 3 D 2 2 6 1. 5 0 5. 0 0 t 6 3 & 4 0 1 7. 3 8 

N 3 4 G 2. 4 2 4. 9 6 7. 4 0 8. 5 0 1 6. 7 2 

I 
H 5 4 G 1. 7 9 4. 6 3 7. 3 4 & 6 3 1 7. 6 2 

6 0 ~ 6 9 104 B 2 5 (i 2. 8 5 4. 9 1 7. 2 7 8. 2 7 1 6. 7 0 
N 2 5 6 2. 4 6 4. 7 0 7. 2 2 8. 2 4 , 1 7. 3 7 

H 2 3 G C. 2 3 4. 7 8 7. 6 1 8. 4 3 1 8. 9 6 
7 0~  39 B 8 6 2. G 5 4. 6 8 6. 3 4 & 1 8 1 8. 1 5 

N 8 6 2. 6 4 6. 2 5 7. 3 6 7. 9 4 1 6. 8 2 

計 408 

H 3 5 7. 1 7 6. 2 2 8. 8 8 1 0. 3 4 1 8. 3 9 
3 0~3 9 6 5 B 5 6 3. 1 6 4. 3 6 6. 5 3 8. 4 8 1 7. 4 7 

N 5 7 6 3. 2 7 4. 6 6 6. 7 2 & 6 1 1 6. 7 4 

H 1 6 6 1 O 8 4. 7 4 6. 2 5 8. 8 4 1 9. 0 9 
4 0~4 9 94 B 1 2 6 l 5 o 4. 3 6 6. 6 9 9. 1 6 1 8. 3 0 

N 6 6 6 3. 6 2 4. 4 5 6. 5 7 8. 2 5 1 7. 1 1 

H 2 7 6 0. 6 2 4. 7 8 7. 4 1 8. 9 0 1 8. 2 8 
女 5 0~5, 9 103 B 2 8 6 L 5 1 4.5 4 7. 7 5 8. 5 9 1 7. 6 1 

N 4 8 6 2. 7 7 4. 6 4 7. 0 3 8. 4 3 1 7. 1 2 

H 3 9 6. L 3 4 4. 8 1 7. 3 5 8. 6 8 1 7. 8 3 
6 0 ~ 6 9 102 B 3 4 6 18 1 4. 9 8 7. 6 0 8. 6 4 1 6. 9 7 

N 2 9 6 2. 4 3 4. 6 4 7. 0 1 a 1 3 1 7. 8 0 

計 H 2 1 5 9. G 3 6. 1 2 8. 0 8 & 3 4 1 & 8 2 
7 0~  46 B 1 4 G 0. 4 5 4. 9 5 7. 5 2 8. 6 6 1 8. 4 4 

N 1 1 6 2. 1 1 6. 0 6 7. 1 6 7. 7 8 1 7. 9 0 

計 410 

注 H ：高血圧症

B :境界域裔血圧

N ：正常血圧者

l,
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図1 血清アルプミン蘊の推移

（本市石沢地区）
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三＇言：；． 3

血清アルプミン量の性別

年令別・血圧値別の推移
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図2 血清アルプミン量の推移

（南秋田郡井川村）
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図4

石沢地区•井川村住民正常血圧者
血清アルプミン量の年代別推移
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ロ 血渭グロプリン分画

表5，表6 I表7に示したように血清アルプ

ミン量が少なく低い場合には比率の関係上グロ

プミン分が増すということになる。 しからば

グロプリンの何れの分画に変動があったものか

，少なくとも正常血圧者と高血圧症者との間に

差があるものか，ないものか，示した3つの表

の上からは俄かに判定することはむずかしいが

I 2者間に増減の度数をみるとあるいは判定の

補助になりはしないかと思われる。 すなわち

a1ーグロプリンでは増15 I 減14 

“rグロプリン 増23, 減 7

/iーグロプリン 増24， 減 6

rーグロプリン 増23 1 減 7

という成績である。 すなわちりーグロプリン

は皿圧の高低に関係がないが＇，他の分画の a2,

/i, rーグロプリンなどはすべて増加の傾古」が
あるということとなる。

検 寸＿＿―-ロ

私共の意図したところは本態性高血圧症の病因

究明ということであり，その一端として高血圧症

者の血清蛋白を今回取り上げてみた。 しかしこ

の方面に関係する文献は決して多くはない。 実
施してみても顕著な所見がないことから報告も従

つて少ないのではないかと思われるo
U]) 

恥 hrmann,F.u.Wunderly-, Ch~(l947) 

は彼らの著書の中の• Essentielle Hy-pe 

rtonie •の項で，

Das kl.inis西Krank!lsits bi1d曲rso怨ran-

nteri埓rtonie,mruntex: wir Falls vcn 
fiヰ玩tEilluni直chtfixiertem Hoel:出uck

血 eklinisch fas紅arerena迫Funkticns&-

tom屯13nverstehen, Jasst an sich das 

blutc:hemis呻 Bi迫imaJ.4em8:inen voll-

staendig intakt, • • • • 

と述べる一方，すでに腎硬化症があるのであるか

ら，血清蛋白像は診断鑑別上まさに重大であると

いうが dataは示されていなへ

まず血消の蛋白量のことであるが， Me了er

-167-

Bodansk了 andOsear Bodansky-

(19 40)は6~8ti,という数値をかかげ，

Wuhrmannら(1nは6.6~7. 9佑なる数値を正
常値としている。 日本人におけるものはすで

に表 2に示したようtrC.6. 6~8. o g/dt．の範囲
である。 これらに対して私共が石沢地区など

の住民について得られた血消蛋白平均値は，正

常血圧者に去いて6.8.~7. 3 9/dt，高血圧症

者に土、いて6.9~7.3 9/dtであるから，低蛋

白血症といえないまでも芳しい状態とはいえな

ぃ。 このことはBodansk了 らが言うどと

<, 7祐以下を示rものは栄養上の欠陥がある
ものと考えられるというが，至言であると思う

し，また 1日の熱量に不足がないまでも炭水イt

物の過企は血糖の上昇を招き，一過性の血清蛋

白の低下を来丑2)ということも考えられる。

秋田地方に脳卒中，高血圧症の多いことは米飯

の大食によるとしばしばいわれたことであるが

，炭水化物の大輩摂取によつて血消蘇白量が一

過性に低下するとしても，高血圧症または脳卒

中発症との間にはなお距離があるものと思われ

るし，文た加年と共に血清蛋白のうちアルプミ

ン分の低下とその乱れが何らかの参考になるも

のと考えられる。

次にアルプミン量が高血圧症において低下す

.•るとグロプリン分画が増加するが，そのうち血

圧と無関係と思われるものは凸分画のみで，他

は全部増加することも今後何らかの意義を生じ

て来るのではないかと思われる。

むすび

昭和42年， 43年の 2カ年中，集検時に得ら

れた血渭 1636検体（男 81 6・，女82 0)につ

いてセ9ルローズ・アセテート膜，デンツトメトリ

一法によ・る電気泳動分析を行つて次のような結果

が得られた。 ただし私共-<l)目標は高血圧症を中

心とした血清蛋白分画の変動を知ることにあった

ので，成績はその観点からまとめることとした。

L 血清蛋白量の平均値は6.8土0.3 6 から

7.3!0.34までであった。 そして加令ととも

に減少する傾向があるが，正常血圧者と高血圧症
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者との間には差が認められなかった。

2 血渭分画のうち，アルプミン分画は男女と

も正常値よりも低い傾向が認められる。 また例

外もあるが高血圧都は血河プルプミン量の減少

があり，また正常血圧であっても加令とともに減

少する傾向が認められた。

3 グロブリン分画はアルプミンと反対に増加

の傾向があるが，男女差は著しいことはない。

グロプリン分画のうち，a1ーグロプリンは正常

血圧者と高血圧症者との問に変動はみられないが

，その他のa2ー，／一， rーグロプリン分画は全

部同程度の増加が認められた。

以上のように高血圧症者の血清蛋白には恣しい

変動は認められないが，しかし脂質との動態を考

えるとさなお不明の点が多夕あり，今後更に深く

追及すべきであると思う。

＇ ー
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